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植物体表面温度と栽培育成条件から見た
ヘデラへリックス Hedera helix L.
の耐寒性について
成 富根*近藤三雄**
平成 +.年 2月 ,-日受付平成 +.年 +*月 ,2日受理
要約 : ヘデラヘリックス Hedera helix L.の耐寒性の栽培育成条件による違いおよび植物体の部位によ
る低温感受性の違いを明らかにするために赤外線サモグラフィ装置による植物体表面温度の解析を含めた
一連の生育実験を行った その結果 植物の耐寒性の度合 つまり最低致死温度等は空気温で表示するので
はなく 植物体表面温度で示すことが望ましいこと またへデラ属植物の耐寒性は温室 露地という栽培環
境の違いや栄養条件の違いにはあまり左右されず 風と急激な気温の低下によって影響を受けること さら
には植物体の部位によっても低温感受性は異なることなどが示唆された
キワド : 耐寒性 ヘデラヘリックス Hedera helix L. 栽培育成条件 赤外線サモグラフィ装置
植物体表面温度
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は じ め に



















が温室か屋外 露地 かの栽培環境の違いと 植栽後の肥
培管理の違いとが考えられる 定性的には温室で育成した
軟弱苗を冬季の施工現場で使用すると 植え傷みや枯死が
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た ,年生の幼苗のH. helix L. を供試したこれらは挿木し
た苗を +*./ cmの育苗用のビニルポットに移し 温室内
で育苗したままの苗 温室栽培品 と 1月後 屋外に出し






環境気象室 小糸工業社製 である その寸法は縦 横
高さ +1* cm,** cm+3* cmで 室内の照度は温度条件
が+//	の時は /,***LUX /,*	の時は +/,***
LUX 光合成有効光量束密度は 2,.-mmolm,s+ で






人工環境気象室の温度条件を +.	から ,日毎に ,	刻








































フィ装置 TVS-0** 日本アビオニックス社製 非
冷却 ,次元 FPA マイクロボロメタ long
wave 2+.mm による測定の風景
表 + 露地栽培品と温室栽培品の耐寒性の違いについて
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える
 葉面温度の測定結果
前記したようにH. helix L. の露地栽培品と温室栽培品
の部位別温度感受性と低温被害との係りを知るために先端
部と基部の葉の表面温度を赤外線サモグラフィ装置
TVS-0** を利用し 測定した 葉面温度の測定結果につ
いては 露地栽培品と温室栽培品の違い あるいは先端部
と基部の違いでも一部の温度域を除き ほとんど差は認め
































H. helix L. を用い 購入したビニルポット苗を排水層
として砂利 +.*kg 川砂 *./kg 土壌層として関東火山灰
心土を -.* kg充した +/,*** aワグネルポットに植え込
んだ 温室内で ,**+年 2月 ,/日から ,**,年の /月 +日
まで ,.3日間にかけて養生したものを ,**,年 /月 ,日に
実験室 人工環境気象室 に入れ 実験を開始した
B 実験区
N : P,O/ : K,O* : * : *区 無施肥区 *./ : + : +区 窒
素半量施用区 + : + : +区 窒素標準施用区 , : + : +区
窒素倍量施用区の .区とした施用量は純窒素量で +* a
当り +* kgを標準とし ,**+年 3月 +.日 +*月 ,日





人工環境気象室の温度条件を 0から ,日毎に ,刻み






























表 , H. helix L. の栽培条件及び部位別葉面温度の測定結果
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枝長 -* cmの H. helix L. を .ポットずつ供した
その結果 +.から ,刻みで .2時間間隔で段階的に
温度を下げた, . 0 2 +*のいずれの実験
区の供試植物も枯損するようなことはなかった
一方 0 から同様な下げ方で, . 0 2
+*までのいずれの実験区の供試植物は枝葉の萎現
























に従い または不必要なサマルノイズ 温度的雑音 が
入り込むことを極力抑えるため人工環境気象室の壁面につ
や消し NTラシャ 黒 を施した厚さ *.1 cmのスチロポル
板 横 /* cm縦 3+ cmの大きさのものを -枚取付けた
また 伝導現象も極力抑えるため壁面両面に長さ +1- cm
のポル ,台を壁面から 0 cm離れたところで上下 03 cm
の幅で架けたこのポルの間に 0	2号の黒の糸 標準状
態重量 .*g糸長約 1*mを使い 一定の間隔で縛りつけ
この黒糸に供試植物の枝条を絡ませるようにし 風による




helix L. の露地栽培品と温室栽培品を送風区でそれぞれ ,











に ,* +/ +* /で ,.時間ずつハドニングの段階を設
けた これは送風する以前に供試植物の形態が著しく変化
し 送風による被害状況を観ることが妨げられないように




写真 , 施肥量による耐寒性実験 凍結の解凍を行ってい
る
写真 - .の実験区において送風機をかけ 冷却式赤外
線サモグラフィ装置 TH-/,*, NEC-SANEI社
製 スタリングクラ式 HgCdTe, Long wave
2+,mm による赤外線熱映像測定の風景
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人工環境気象室のそれぞれの設定温度 * , .区






0., ,区で0.2 .区1./となり それ
ぞれの設定温度 空気温 よりも -./0.,低温となった
表 . 送風区における温室栽培品の平均葉面温度は設定


















ては 送風区では 既に *でも寒風害による油浸状の凍
結斑と過蒸散による葉の萎現象の相乗被害が見られ *
, . 0 2と温度が低下するにつれ その被害
症状が顕著となった 写真 2 一方 無風区では2ま
で全く被害症状は発現しなかった 写真 3 また この実
験においてもその生育状態や被害症状に露地栽培品と温室
栽培品とで差は認められなかった































表 . H. helix L. 送風区の部位別平均体表面温度 
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写真 . 送風区 * 写真 / 送風区 . 写真 0 無風区 * 写真 1 無風区 .
写真 .は送風区の赤外線熱映像 人工環境気象室の温度を *
に設定し 平均風速が -.. ms+ 寒風温度が-.-の時に平
均葉面温度は0.,を示した
写真 /は送風区の赤外線熱映像 人工環境気象室の温度を
.に設定し 平均風速が -.-ms+ 寒風温度が/.+の時
に平均葉面温度は1./を示した




注 いずれの写真も冷却式赤外線サモグラフィ装置 TH-/,*, NEC-SANEI社製 スタリングクラ式 HgCdTe, long wave
2+,mm によって撮影したもの 設定放射率は *.33 温度スケルの中央値は/.* 温度スケルの間隔を *.-に設定し
た 平均葉面温度は TH-/,*,の付属ソフト TH1+-1*-による指定点温度解析を行い 得られた値である
写真 2 H. helix L. 人工環境気象室の設定温度 * ,.時
間送風した時の被害状況 枝条 葉がほとんど萎れ
ていて寒風による被害を受けていることが分かる
写真 3 H. helix L. 人工環境気象室の設定温度 * ,.時
間無風区での状況 枝条 葉が健全に保たれていて
被害の様子は見られない
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The Cold Resistance of Hedera helix L., based on
the Interrelations between Plant Surface Tempera-
ture and Cultivation Environments
By
Bugeun SEONG* and Mitsuo KONDO**
(Received August ,-, ,**,/Accepted October ,2, ,**,)
Summary : This study’s experiments exempliﬁed how cultivation environment, nutritional manage-
ment and cold winter climate a#ected the cold resistance of Hedera helix L. Infrared Thermography
was utilized as an analyzing apparatus to exemplify how the sensitivity response to low temperature
changed in each part of the plants. Consequently, thermal properties determined by the lethal low
temperature which indicates cold resistance were not measured by the air temperature but by the
surface temperature of plants. Regardless of cultivation environments, i.e., the nutritional condition
and whether the plants were grown outdoors, or in green house, there were no di#erences in the cold
resistance of Hedera helix L. However, the temperature of the plant surface was lowered steeply by a
swirling fan wind simulating a cold winter wind. Hence, the leaves and shoots of the plants had
obviously reached the necrosis level. Therefore, it was proven that the response to low-freezing
temperature and the sensitivity to low temperature of each part of the plants were meaningfully
di#erent.
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